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)表６　機械設計　等分布荷重を受ける単純支持ばり　の教師用ルーブリック　例
	学習のねらい・目標
	・はりの反力を求めることができる。
・任意の断面におけるせん断力、曲げモーメントを求めることができる。
・せん断力図と曲げモーメント図を正しく描くことができる。
・最大曲げモーメントは、どこの断面生じるかを理解できる。
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	知識

　技術
	機械設計各分野について、基礎的な知識と技術を身に付け、社会環境に適した機械設計の意義や役割を理解している。
	・単純支持はりの反力を求めることができる。
・任意断面におけるせん断力、曲げモーメントの求め方を理解し、習得している。
・せん断力図と曲げモーメント図を正しく描くことができる。
	・はりのつり合い条件を理解し、反力を正しく求めることができる。
・せん断力は直線、曲げモーメントは放物線になることが確実に理解できる。
・せん断力図と曲げモーメント図を正しく、確実に描くことができる。
	・はりのつり合い条件を理解し、反力を正しく求めることができる。
・せん断力は直線、曲げモーメントは放物線になることが理解できる。
・せん断力図と曲げモーメント図を正しく描くことができる。
	・はりの反力を正しく求めることができる。
・せん断力は直線、曲げモーメントは放物線になることについておおむね理解できる。
・せん断力図と曲げモーメント図をおおむね描くことができる。
	・はりの反力を正しく求めることができる。
・せん断力は直線になることは理解できるが、曲げモーメントにつては理解できない。
・せん断力図と曲げモーメント図を正しく描くことができない。
	

	思考

判断

表現
	機械設計に関する課題を発見し、倫理観を踏まえ、論理的に考えたり、分析したりして、総合的に判断できる。また、その過程や結果および考え方を的確に表現できる。
	・任意断面におけるせん断力、曲げモーメントにつて、論理的に考え、判断できる。
・最大曲げモーメントはどこの断面に生じるか、グループで考え、説明できる。
	・任意断面におけるせん断力、曲げモーメントについて、論理的に考え、判断できる。
・最大曲げモーメントはどこの断面に生じるか、これまでの学習を振り返り、グループで考え、的確に説明できる。
	・任意断面におけるせん断力、曲げモーメントにつて、論理的に考え、説明できる。
・最大曲げモーメントはどこの断面に生じるか、グループで考え、説明できる。
	・任意断面におけるせん断力、曲げモーメントにつて考え、説明できる。
・最大曲げモーメントはどこの断面に生じるか、グループで考え、説明できる。

	・任意断面における曲げモーメントにつて理解できず、正しく説明できない。
・最大曲げモーメントはどこの断面に発生するか、正しく判断できない。
	

	主体的に
学習に
取り組む態度
	機械設計に関する諸事象について関心をもち、主体的・協働的に取り組む態度を身に付けようとする。
	・はりの設計に関心をもち、せん断力図と曲げモーメント図についてよく理解し、自主的に学習に取り組むことがでる。
	・はりの設計に関心をもち、集中荷重と等分布荷重を同時に受ける複雑な荷重の課題でも、積極的・自主的に取り組むことができる。
	・はりの設計に関心をもち、課題に積極的・自主的に取り組むことができる。

	・はりの設計に関心をもち、課題に自主的に取り組むことができる。
	・曲げモーメントがよく理解できず、学習への取り組みが消極的である。
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